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高知県における人体より見出されたＨ乞/伽pﾉＩリノＣｓ

〃花伽/zL)ﾉＣｓ〃Ⅲ"sOnjietNishio，１９１６
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Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｈａｅ７ＯＰ/１３ﾉeshetc7qｸﾊyes〃ＯＣＦ"ｓ

わが国でHercrOpﾉｶyes属吸虫の人体感染を始めて報

告したのは永田（1914）で，福岡と熊本県から３例を見

出し，HeZe7Op/Zyes/jeZerOp/ZyeSと同定されていた．そ

の後，山口県で恩地（1915）が本虫を見出し，恩地・西

尾（1915）により，新種のＨ、〃oCe'２ｓとして報告され

た．その後，浅田（1928,1934）により，独立種とする

ことなく，亜種としてＨ・ん．〃ＯＣＣ"ｓとすることを提案

して今日に至っている．

本虫の分布に関しては，上記の報告以外には，平安

山・桂（1926）が山口県で，浅田ら（1952）は中国地方

で，赤木・戸川（1953）は広島県で，浅田ら（1964）は

香川県で，横川ら（1965）は千葉県でそれぞれ人から本

虫を証明している．

これらの報告に伊藤（1963）による綜説の中間宿主，

終宿主の寄生報告を考え併せると，Ｈ、ｈ、〃oce'1ｓは瀬

戸内海沿岸に面する地方を中心に分布するが，その他，

鹿児島，佐賀，熊本，静岡，千葉，東京などにもみられ

るといえよう．

高知県はMetago'１/"Z"S属吸虫の人体感染は他県に比

較して高いが（日本寄生虫予防会，l980LHeterophy‐

idaeに属する吸虫の寄生例は影井ら（1964）がSteZ/α"

tc/、Ｓｍ"s九ｚｃａｍｓの寄生を報告しているのみである．

著者らはMeZago"加皿Ｓ属の虫卵として処理されてい

るものの中にHeterophyidaeに属する吸虫が少なから

ず存在するのではないかと推定していたが，高知県窪川

町興津地区で住民の検便と駆虫を行なう機会をえ，Ｈ・

ん〃oce,２ｓの虫体を見出したのでその成績を報告する．

調査対象および方法

調査地は高知市南西60kｍにある窪川町興津地区で，

三方を山にかこまれ，一方は海に面した半農半漁の地帯

である．

調査は1976年８月，一般住民を対象にセロファン厚層

塗抹法1枚による検便を実施し，Ｍａａｇｏ７ｚ加皿ｓ属と推

定された虫卵陽性者についてはカマラ（'09）を３０分間

隔で２分服させ，２時間後に硫苦１０～309を与えた．カ

マラ投与後24時間以内の排便はすべて容器に保存し，水

道水で洗鵬をくり返してから実体顕微鏡下で虫体を検索

した．

えられた虫体は１０％フォルマリンで固定後,Alumcar-

minで染色して観察した．

成績および考察

検便の結果，394名中36名（9.2％）にMeZago'zi"l"Ｓ

様の虫卵陽`性者がみられた

このうち13名を駆虫したところ，７名から計666匹の

虫体をえた．

駆虫剤の影響のためか虫体は破損が著しく，同定しえ

ないものがあったが，598匹についてはその形態をしら

べることが可能であった．

これら虫体のうち，596匹は生殖腹吸盤装置その他か

らﾊﾉeZagolli"J"ｓ属吸虫と同定した．残り２匹（２人か

ら排出)については，虫体がやや破損していたが，Ｐｈｏｔｑ

ｌに示すように先端はやや細く，後端は鈍円状を呈し，

口吸盤に続いて咽喉があり，食道は腹吸盤の前方で分れ

て腸となって体側を走り，体後端の睾丸の後方で盲端に

終る．腹吸盤と生殖盤は大きく，後者の表面には鹿角状
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Photo、１ＡｄｕｌｔｏｆＨﾉﾉ．〃o(ｗ（ Ｐｈｏｔｑ２Ａｃｉｒｃｌｅｏｆｓｐｉｎｅｓｏｎｔｈｅ

ｍｕｓｃｕｌａｒｇｏｎｏｔｙｌｅ．

のキチン桿が輪状に規則正しく並び，その数はそれぞれ

55と56であった(Photo､２)，陰茎および陰茎嚢は認めら

れない．卵巣はほぼ球形で体後方V3の正中線上に位置

し，卵黄腺は体後部両側に嚢状に形成されているが，子

宮内虫卵のために左右が連結しているか否かは確認しえ

なかった．子宮は腹吸盤と精巣の問にあり，虫卵により

満たされている，２個の精巣はほぼ同大で球形をなし，

体後端の両側部に斜めに位置する．

体表面の鱗状の小軟は虫体の破損のため，確認しえな

い．これら２匹の虫体の計測値はＴａｂｌｅｌに示してあ

る．

以上の形態，特にキチン桿をもった大型の生殖盤の存

在などにより異形吸虫科のＨａｅ７ｏｐｈｙｅｓ属に属するこ

とは明らかであるが，キチン桿の数から，Ｈ九〃oce"ｓ

（キチン桿54～62)，または尾崎・浅田（1925）が報告し

たＨﾉＭｓ"γαａａｉ（52～57）のいずれかであると考えら

れる．しかし，虫卵および腹吸盤の大きさ等で後者に近

似している点もあるが，食道の長さや卵巣の大きさなど

から考えてＨ､ｈ､〃oce"ｓに近い．しかも，Ｈ・たａｔｓＨγα‐

ＴａｂｌｅｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆ２ａｄｕｌｔｓ

ｏｆＨ．／Z．〃OCC'zＳ

Specimen
No、２

Specimen
No、１

Body

Oralsucker

Pharynx

Esophagus

Ａｃｅｔａｂｕｌｕｍ

Ｇｏｎｏｔｙｌｅ

Ｔｅｓｔｅｓ

480×９２０

４０．４×６０．６

４６．５×４０．４

１５１．５

２１６．１×１８５．８

８６．９×１２９．３

８４．８×115.1

６６．７×９７．０

312×９９２

６４．６×６６．７

７０．７×５４．５

１５１．５×２０２．０

９９．０×１３１．３

９０．９×８０．８

１０１．０×６４．６

１１５．１×７４．７

１４．７×２４．２

Ｏｖａｒｙ

Ｅｇｇｓｉｎｕｔｅｒｕｓ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ

Ｃｈｉｔｉｎｏｕｓ

ｒｏｄｌｅｔｓ

１３．９×２５．１

５６５５

Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｉｎ〃、
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ａａｉは尾崎・浅田（1925）の報告以来，人体寄生例はな

く，また，独立種とすることにも疑問点があることから

(Witenberg，1929)，駆虫してえたこの２匹はＨ，〃．

ｱloce7zSOnjietNishio，１９１６と同定した．

浅田（1928,1934）は日本産のものとエジプト産の異

形吸虫を比較して，生殖盤上のキチン桿の数に差のある

ことで，日本のものを亜種とし，森下（1951）によって

変種とされて今日に至っているが，主として瀬戸内海沿

岸地方ならびに千葉県等で人体寄生例が見出されてい

る．

今回，２人から１匹ずつではあったが，Ｈ・ん〃oce"ｓ

が四国の太平洋岸である高知県に存在することを明らか

にしえた．

Ｈ・ﾉｶ.〃oce"ｓの高知県での検出は，影井ら（1964）が

高知県出身者２名の駆虫で，MZago"、z"ＳｙｏｈｏｇａｚＭ

と共にＳ､九JCat"ｓを検出したように本県下でMCZago‐

"/,,！"ｓ属吸虫とされている虫卵の中には少なからず

Heterophyidaeに属する他の吸虫卵が存在することを示

唆する．

山中（1959）は高知県産のボラ，メナダ，シマイサ

キ，スズキなどより，ＳＭａＺＣａｍＳや,Ｍ・ｙｏＡｏｇａｚＭな

どのHeterophyidaeに属する吸虫のメタセルカリアを

検出し，今回の駆虫参加者の魚の摂食状況調査でもボ

ラ，シイラなどが多くたべられていることから，調査地

区で見出されたＨ・ん〃oCe"Ｓもボラなどの半鰔水魚の

生食によるものと推定されるが，今後，第二中間宿主に

ついても調査してゆきたい．

要約

高知県窪川町興津地区でMemgo"〃"s属吸虫のもの

と考えられた虫卵陽性者13名について駆虫し，７名から

666匹の虫体をえた．このうち，虫体が破損して同定し

えなかったものを除いた598匹中，596匹はMCmgo"加一

z`s属に属する吸虫であったが，残り２匹はＨ・ん〃OCC‐

'１ｓであり，高知県に本種が分布することが明らかにな

った．
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j Abstract

OCCURRENCE OF HETEROPHYES HETEROPHYES NOCENS

ONJI ET NISHIO, 1916 IN MAN IN KOCHI PREFECTURE

Noriji SUZUKI, Hideo KUMAZAWA

(Department of Parasitology, Kochi Medical School,

Nankoku City, Kochi 781-51)

Tsuneji ARAKI, Masaki HARA, Hiroshi MORITA, Takehiko

SEGAWA, Takeshi SHIINA, Shoji YAMADA

and Seiji TSUMOTO

(Department of Parasitology, Nara Medical University,

Kashihara City, Nara 634)

In Okitsu, Kubokawa-cho, Kochi Prefecture, 13 positives for heterophyid eggs were treated

with * Kamala ', and 598 adult worms were collected from 7 fecal samples. By morphological exa

mination, 596 worms were determined as Metagonimus sp., and the remaining 2 worms were proved

to be Heterophyes heterophyes nocens.
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